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学校に元気が戻ってきました(^^) 

6月の学校再開は、４日間の分散登校を経、５日（金）に、１ヶ月半ぶり

の一斉登校。４月１４日以来です。ずっと会えなかった友達に久しぶりに会えた

こともあり、抱き合って再開を喜ぶ子供たちに「密だよ、密。離れて…」と指導が入

る場面も。。。一斉登校になってちょうど 1週間が経ちました。 

朝からグラウンドで元気に遊ぶ姿、嬉しそうに給食をほおばる姿（但し、給食

時間は全員無言。ひたすらモグモグタイムです・・・）、そして皆で受ける授業（こ

の写真は１年生。こんなに集中してお勉強できるようになりました）。休校期間を取り戻す

かのようにエネルギー満ちあふれ

る毎日。６１２名が揃ってやっ

と「室小」だなと感じます・・・。 

マスク着用、手洗いの徹底、

三密の防止等、「新しい生活

様式」の浸透は、まだまだこれか

らです。口やかましいかな…と思

いつつ、「マスクどうした？」「熱

計った？」「手をつなぐのはがま

んがまん」等々の声かけも。 

重ねて伝えますが、今、是非とも育てたいのは、子供の予防意識。そして、心と

身体を管理する力。「With コロナ」で生きていくために必要な力だと考えます。 

 

700 を超える手作り布マスク ありがとうございました 

子供たち全員に手作りの布マスクがプレゼントされました。保護者の皆さん、地

域の皆さん、本校職員も少しお手伝いさせていただいて、７００を超える手作り

マスクが集まりました。マスクが入手困難だった 4月に、子供たちがマスクがないこと

で困らないように、そしてマスクを着用して自分や自分の周りの人たちの命を守る

気持ちが育ってほしいという、温かい思いで、準備を始められました。 

このマスクの贈呈式は、6月 10日（水）。1枚 1枚丁寧にアイロンがけし、

メッセージを添えて袋で包装されたマスクが、今村ＰＴＡ会長から、児童代表の

田上由真さんに手渡されました。この

様子は、今村ＰＴＡ会長、河津母親

部長のお二人のメッセージも含めて、各

教室にライブ配信しました。学級によっ

て画像や音声に不具合があったのは残

念でしたが、マスクに込められた思いは

しっかり子供たちに届きました。ありがと

うございました。幸せな室っ子たちです。 

 

感染リスク減へのご協力を 
学校再開において求められるのは、

感染リスクの可能な限りの低減です。 

北九州の学校の事例は、子供たちが

長時間、様々な活動を行う学校に多く

の示唆を与えてくれました。その教訓を

受け、改めてご家庭においてご留意いた

だきたい 3点をお願いします。 

①お子さんが家を出る前の検温 

学校での検温では、登校時に体温が 

上昇しているため、本来の体温より高

くなることがあります 

②同居されているご家族等に熱発等の

症状がある場合は必ずご相談を 

 状況によって「欠席」ではなく「出席

停止」扱いにさせていただきます 

③安心メールやﾊﾞｽｷｬｯﾁでのこまめ

な情報確認と活用 

急な連絡や時程の変更等もありま

すので、一日数回ご確認下さい。 

また、ﾊﾞｽｷｬｯﾁは双方向の伝達がで

きます。どうぞ有効にご活用を。 

最後に、重ねて申し上げますが、何か

ご心配なこと等ありました

ら、いつでもご相談くださ

い。学校にはスクールカウ

ンセラーが月に数回来校

しますので、専門的な見

地からの心のケアも可能

です。 

 

 

（むろふぇっしょなる） 


